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１．経緯・目的

保安分野における課題
➢ 安定操業を維持するために基本となる、人財確保、技術伝承が共通の問題となっている。
➢ 保安（安全関係）情報は、テキストデータとして蓄積されているため、必要な情報の検索や、複数の事例や
状況を関連付けた解析は、ベテランの知恵や経験に依存している部分が大きく、今後対応が困難となる事が
予想される。

「テキストデータのＡＩ解析」が可能な
『保安情報活用プラットフォーム（PF）』を構築して活用

●課題抽出

●解析技術調査

●トライアル

●解析アプリ プロトタイプ作成

●Web版アプリ作成

●ユーザー評価 課題抽出

●実証試験（実用性評価）

●課題対応、データ追加



4JPEC保安情報活用プラットフォーム

石連事故情報
（水平展開）
試験的取込

※黄ハイライト/緑枠：JPEC追記
2024.2.28 第５回高圧ガス保安部会事務局資料
民のアクションプラン進捗および横断課題のとりまとめ

https://www.meti.go.jp/shingikai/safety_security/smart_hoan/koatsu_gas/pdf/005_03_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/safety_security/smart_hoan/koatsu_gas/pdf/005_03_00.pdf
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2．「保安情報活用アプリケーション」実用性評価

事故事例
ヒヤリハット
劣化事例
工事管理
教育資料

等

石油会社
石油連盟等
事故事例

公開情報
（国内・海外）

保安情報活用プラットフォーム（JPEC 運営/管理）

テキストデータのＡＩによる解析

①単語に基づいた解析
（テキストマイニング・ベイジアンネット利用）

②技術資料に基づいた解析
（オントロジー利用）

安全情報DB

・事故発生原因の絞り込み
・事故防止対策立案
・非定常操作時に類似事例確認
・教育、技術伝承

データ収集 解析アプリ活用

実証試験中
インターネット経由で

Webブラウザ上で利用
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＜実用化に向けた対応＞
（１）階層構造モデルの追加：単語に基づいた解析

Text mining

Text mining
Bayesian network

事故t

ヒヤリハット

劣化

登場する単語の関連性を整理

解析対象単語の抽出と分類(約1,000の単語を抽出)解析用データベースの作成

複数DB間の情報を横断的に
解析するための単語を抽出

登場回数が多い単語を抽出
各事例の偏りを除去

各事例固有の現象を代表して
いる単語の追加

因果関係をグラフ化して
関係性を定量的に評価
（確率推論

機械学習によりベイジアンモデル
（ネットワーク構造）を自動作成



7

＜実用化に向けた対応＞
（１）階層構造モデルの追加：単語に基づいた解析
単語のカテゴリ―のグループ化 ベイジアンモデルとして、階層モデルを利用

◆単語分類の因果関係を元に構築
◆階層モデルを利用することで、事象が発生する順序に従っての推論に近づける

全候補モデル 階層モデル（グループ構造を組み入れたモデル）

＜全候補モデル＞
機械学習によりネットワーク構造を
探索したモデル。因果関係の仮説
はなくデータから算出されるスコアの
みでモデルの構造を推定する。

カテゴリ グループ

装置 装置

機器・部位（タンク）

機器・部位（弁）

機器・部位（管）

機器・部位（その他）

物質（油）

物質（ガス）

物質（その他）

プロセス変動

原因・現象（機器、材料）

作業・行為 原因（作業/行為）

事故等の引き金事象 引き金

漏れの形態

着火源あり

着火源なし

人的被害

その他

以下に振り分け

　　・原因（現象）

　　・原因（作業）

　　・結果

機器/部位

原因（現象）

結果
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＜実用化に向けた対応＞
（２）事例等データの追加

1）石油連盟 水平展開事故事例の試験的取込（新規）
⚫ 2000年～2023年：1284件
※ 石油連盟では、類似災害防止の観点から、加盟会社で発生した事故事例の報告書を水平展開し、各社の
自主保安レベルの向上に資することを目的として、2000年から事故事例水平展開活動を開始している

2）その他情報の取込
●更新されている情報
✓ KHK
✓ 神奈川県
✓ CCPS Beacon

●新規情報
✓ 配管維持規格分解木情報

①データの前処理
②解析アプリへのデータセット

取り込み

ユーザー実証

（実用評価）



9

①データの前処理

解析用単語の選定（解析用単語の修正要否の確認）

現在使用している1000語での対応できるかの確認 一部単語の追加/削除を実施

解析用データへの追加

事例データの前処理（一部追加処理実施）

同義語の統一 上位語・下位語のレベル設定

追加データのダウンロード（1471件追加）追加後合計：3574件

石連事故事例

（1284件）

配管維持規格

分解木情報（33件）

KHK公開事故情

（98件）

神奈川県

高圧ガス事故（44件）

CCPS Beacon

（12件）
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①データの前処理：石連データ内容 2023年度版と同様の傾向

石連データの共起分析結果 2023年版_共起分析結果
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①データの前処理：石連データ内容 2023年度版と同様の傾向

ＤＢ毎に差異が顕著な単語の分布（対応分析） ＤＢ毎に良く利用される単語の分布（対応分析）
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（３）「単語に基づいた解析」と「技術資料に基づいた解析」の連携利用

技術資料に基づいた解析（オントロジー）

事例ランキングテーブルに表示された
「石連事例」または「分解木」を、

「技術資料に基づいた解析」で検索し、
事例の技術的位置づけを分解木より
確認できる

技術的背景をベースに、
「単語に基づいた解析」を行う単語を選定

②「技術資料に基づいた解析」アプリに、石連事例番号を追記

①「石連事例」および「分解木毎のテキスト情報」を、「単語に基づいた解析」のデータセットに追加

単語に基づいた解析（テキストマイニング＋ベイジアンネット）
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連携利用例：「単語に基づいた解析」 「技術資料に基づいた解析」

5.1.1(2)
検査箇所
の選定

「石連」で
ソート
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連携利用例：「単語に基づいた解析」 「技術資料に基づいた解析」

事例ランキング
テーブルで上
位の石連事例
No.を検索
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３．今後の取り組み

（１）実証試験の継続

（２）新技術との連携活用
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（２）新技術との連携活用

出力画面

⚫取り込めるデータ量には限界がある
⚫大量のデータから、特定の情報を抽出する
場合の課題

そのまま生成AIを
利用して解析

「単語に基づいた解析」で、注目事例や、
関連ワードを抽出

⚫ 注目事例の上位について
生成AIで解析

⚫ 関連ワードを利用して、
生成AIで解析

⚫ターゲットを特定した解析が
可能となる！？

生成AIとの連携活用（例）
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ご清聴ありがとうございました

謝辞
テキストデータのAIによる解析は、経済産業省 令和2年度及び令和3年度
燃料安定供給対策に関する調査事業にて実施した。
実用化に向けての取組は、令和4年度及び令和5年度にて、競輪の補助を
受けて実施した。
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解析対象単語の抽出と分類
平成20年度石油産業安全基盤整備事業報告書－安全技術の向上および安全支援システムの有効活用に関する調査－ (pecj.or.jp)

http://report.pecj.or.jp/RRS/%E4%B8%80%E8%88%AC/2008%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E4%B8%80%E8%88%AC/PEC-2008TS-01.pdf
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参考：技術資料に基づいた解析：概要

テキスト情報で書かれた知識を
コンピューターで処理できる形に変換

JPI-8S-1-2023 配管維持規格

石油連盟の「水平展開事故事例」が、技術的に関連する部分に紐づけられている
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連携利用例：「単語に基づいた解析」 「技術資料に基づいた解析」

5.1.1(2)
検査箇所の選定
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